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本
書
は
小
口
雅
史
氏
が
研
究
代
表
者
と
な
っ
た
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

（
Ｂ
）
一
般
）「
律
令
国
家
の
北
限
支
配
か
ら
み
た
、
津
軽
海
峡
を
挟
む
古
代
北
方
世

界
の
実
態
的
研
究
」
の
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の
四
年
間
の
研
究

成
果
を
学
界
と
社
会
に
還
元
す
べ
く
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
諸
報
告

と
討
論
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

本
書
の
な
り
た
ち

第
1
部　

秋
田
城
総
論
―
遺
構
と
文
字
史
資
料
か
ら
み
た

　

古
代
城
柵
秋
田
城
の
機
能
と
特
質　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
武
士

　

秋
田
城
の
歴
史
的
展
開
―
国
府
問
題
を
中
心
に
し
て
―　
　
　

熊
谷
公
男

　

出
土
文
字
資
料
か
ら
み
た
秋
田
城　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
口
雅
史

　

城
柵
構
造
か
ら
み
た
秋
田
城
の
特
質　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木
光
則

第
2
部　

秋
田
城
と
北
方
世
界
の
交
流
の
具
体
相

　

土
師
器
の
色
調
変
化
が
示
す
元
慶
の
乱
後
の

　
　

米
代
川
流
域
在
地
集
落
の
動
態　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
川
浩
一

　

土
製
支
脚
か
ら
み
る
出
羽
と
石
狩
低
地
帯
の
交
流
に
つ
い
て　

柏
木
大
延

〔
書
評
と
紹
介
〕

　
小
口
雅
史
編

『
北
方
世
界
と
秋
田
城
』（
考
古
学
リ
ー
ダ
ー
25
）

渡
部

　
育
子

　

土
器
か
ら
み
た
地
域
間
交
流
―
秋
田
・
津
軽
・
北
海
道
―　
　

齋
藤　

淳

　

須
恵
器
か
ら
み
た
古
代
の
北
海
道
と
秋
田　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
琢
也

　

五
所
川
原
須
恵
器
窯
跡
群
の
成
立
と
北
海
道　
　
　
　
　
　
　

中
澤
寛
将

　

秋
田
城
出
土
の
羽

・
再
検
討　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
芳
孝

　

城
柵
と
北
東
北
の
鉄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

学

　

古
代
日
本
列
島
北
部
の
諸
集
団
間
に
お
け
る

　
　

鉄
鋼
製
品
の
流
通
問
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
哲
也

第
3
部　

総
括
討
論

　

北
方
世
界
と
秋
田
城

む
す
び
に
か
え
て

　

第
1
部
、
伊
藤
論
文
は
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、
行
政
・
軍
事
、

蝦
夷
に
対
す
る
朝
貢
・
饗
給
機
能
を
基
本
的
機
能
、
物
資
集
積
管
理
、
生
産
施
設
、

外
交
施
設
な
ど
を
特
徴
的
機
能
と
位
置
づ
け
遺
構
群
と
出
土
遺
物
を
根
拠
に
論
述
し
、

出
羽
柵
・
秋
田
城
に
出
羽
国
府
が
所
在
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
る
。
渤
海
使
へ
の
対

応
、
対
大
陸
外
交
を
重
視
し
た
施
策
の
も
と
、
出
羽
柵
と
国
府
が
北
進
し
た
と
す
る
。

一
方
、
熊
谷
論
文
で
は
、
秋
田
城
非
出
羽
国
府
説
を
展
開
す
る
。
そ
の
最
大
の
論
拠

と
な
っ
て
い
る
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
年
八
月
乙
卯
条
に
つ
い
て
、
延
暦
二
十
三

年
十
一
月
癸
巳
条
、
宝
亀
六
年
十
月
癸
酉
条
と
あ
わ
せ
て
解
釈
し
、
秋
田
城
の
停
廃

問
題
に
関
す
る
史
料
で
あ
っ
て
国
府
の
移
転
問
題
と
は
関
係
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

ま
た
、
渤
海
使
来
航
を
裏
付
け
る
考
古
資
料
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
秋
田
城
で
渤

海
使
を
安
置
し
た
と
し
て
も
国
府
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
と
な
ら
な
い
と
す
る
。
さ
ら

に
総
括
討
論
で
第
五
四
次
調
査
出
土
の
二
八
号
漆
紙
文
書
を
根
拠
に
秋
田
城
出
羽
国
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府
説
を
強
調
し
た
三
上
喜
孝
氏
の
発
言
に
対
し
て
、
陸
奥
・
出
羽
で
は
主
要
な
城
柵

に
は
国
司
が
城
司
と
し
て
常
駐
し
て
い
た
の
で
、
漆
紙
文
書
（
メ
モ
）
を
持
っ
て
国

司
が
赴
任
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
廃
棄
場
所
が
国
府
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
反

論
を
補
註
と
し
て
掲
載
す
る
。
小
口
論
文
は
秋
田
城
国
府
説
の
主
要
な
根
拠
と
な
っ

て
い
た
文
字
資
料
の
解
釈
を
、
国
府
説
、
非
国
府
説
の
両
方
の
研
究
史
に
そ
っ
て
解

釈
、
漆
紙
文
書
移
動
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
八
木
論
文
は
陸
奥
・
出
羽
両
国
の
城

柵
遺
跡
を
総
合
的
に
比
較
、
分
析
し
、
秋
田
城
と
特
質
に
つ
い
て
論
ず
る
。

　

第
2
部
で
は
秋
田
城
の
北
方
世
界
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
古
学
の
研
究
成
果

を
中
心
に
収
録
す
る
。
宇
田
川
論
文
は
米
代
川
流
域
の
集
落
遺
跡
の
ロ
ク
ロ
土
師
器
、

赤
焼
土
器
の
坏
の
色
調
が
時
期
的
に
変
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
色
調
変
化
の

原
因
を
元
慶
の
乱
と
十
和
田
火
山
噴
火
に
よ
る
地
域
社
会
再
編
に
と
も
な
う
律
令
体

制
的
価
値
観
に
よ
る
管
理
思
想
の
浸
透
と
い
う
点
に
求
め
た
。
柏
木
論
文
は
出
羽
と

石
狩
低
地
帯
の
土
製
支
脚
を
比
較
、
石
狩
低
地
帯
出
土
の
も
の
は
米
代
川
河
口
域
と

密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
齋
藤
論
文
は
北
日
本
地
域
に
お
け
る
八
〜

一
一
世
紀
の
古
代
土
器
か
ら
地
域
間
交
流
の
様
相
を
三
期
に
わ
け
て
分
析
し
、
十
世

紀
後
半
以
降
は
秋
田
地
域
と
北
方
と
の
関
係
は
希
薄
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。
鈴
木
論
文
は
、
北
海
道
と
秋
田
の
物
流
（
交
流
）
が
活
発
に
展
開
し
て
い
た
八

〜
九
世
紀
を
中
心
に
、
須
恵
器
や
鉄
製
品
と
文
献
史
料
の
物
流
・
交
流
記
事
を
総
括

的
に
検
討
す
る
。
中
澤
論
文
は
「
国
家
と
非
国
家
の
境
界
領
域
」
に
出
現
し
た
五
所

川
原
窯
の
須
恵
器
生
産
の
変
遷
を
取
り
上
げ
、
技
術
系
譜
、
生
産
体
制
・
組
織
を
検

討
し
、
こ
の
遺
跡
が
日
本
列
島
の
み
な
ら
ず
東
北
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
動
態
を
理
解
す

る
上
で
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
小
嶋
論
文
は
秋
田
城
跡
出
土
の
鉄
製
羽

が
わ
が
国
在
来
の
も
の
と
系
譜
を
異
に
し
て
い
る
が
、
成
分
分
析
の
結
果
、
国
産

で
あ
る
と
い
う
見
解
に
対
し
疑
問
を
呈
し
、
渤
海
製
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
高
橋
論
文
は
九
世
紀
後
半
以
降
の
北
東
北
で
の
集
落
遺
跡
の
増
加
の
背
景
に
、

製
鉄
、
鍛
冶
な
ど
の
鉄
生
産
技
術
の
普
及
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

天
野
論
文
は
古
代
日
本
列
島
北
部
に
お
け
る
諸
集
団
間
の
鉄
鋼
製
品
の
流
通
に
つ
い

て
、
供
給
地
の
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
出
羽
国
・
秋
田
城
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　

第
3
部
で
は
当
日
の
討
論
の
内
容
に
つ
い
て
三
つ
に
論
点
を
整
理
し
た
形
で
詳
細

に
記
載
す
る
。「
文
献
史
料
、
出
土
文
字
資
料
か
ら
み
た
秋
田
城
の
性
格
」
で
は
、

『
続
日
本
紀
』
な
ど
の
文
献
史
料
の
解
釈
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
秋
田
城
国
府
論

を
主
張
す
る
際
に
有
力
な
資
料
と
な
る
漆
紙
文
書
な
ど
の
出
土
文
字
資
料
を
総
合
的

に
検
討
し
て
、
秋
田
城
非
国
府
説
が
妥
当
で
あ
る
旨
を
述
べ
る
。
出
土
文
字
資
料
の

移
動
の
可
能
性
を
根
拠
と
し
て
あ
げ
る
。「
構
造
と
機
能
か
ら
み
た
秋
田
城
の
性
格
」

で
は
秋
田
城
の
国
府
機
能
、
饗
給
機
能
を
中
心
に
論
点
を
整
理
し
、
秋
田
城
に
は
北

方
交
流
・
交
易
の
把
握
と
い
う
機
能
が
あ
り
、
今
後
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
実
態

を
さ
ら
に
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。「
遺
物
か
ら
み
た
秋
田
城
の
北
方
交
流
」

で
は
主
に
考
古
学
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
が
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
だ
け
詳
細
な
分
析
を
し
て
も
、
秋
田
城
に
出
羽
国
府
が
置
か
れ
た
の
か
ど
う
か
は

断
定
で
き
な
い
と
い
う
形
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
総
括
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。

　

本
書
で
は
、
未
だ
結
論
を
み
て
い
な
い
秋
田
城
国
府
説
・
非
国
府
説
の
論
争
の
最

前
線
の
状
況
に
つ
い
て
、
熱
い
議
論
が
読
者
に
伝
わ
る
よ
う
に
構
成
、
記
述
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
文
献
史
料
の
少
な
い
秋
田
以
北
の
北
方
世
界
の
実
態
に
つ
い
て
考
古

学
研
究
の
成
果
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
評
者
も
聴
講
と
い
う
形
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
が
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
の
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討
論
、
閉
会
後
も
、
会
場
と
な
っ
た
秋
田
市
中
央
公
民
館
サ
ン
パ
ル
秋
田
会
議
室
で

議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。
先
に
、
感
想
め
い
た
こ

と
を
言
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
も
思
う
が
、
文
献
史
料
を
扱
う
立
場
か
ら
、
文

献
史
料
の
解
釈
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
の
か
、
出
土
文
字
資
料
に
つ
い
て
は
あ
く
ま

で
も
モ
ノ
と
し
て
史
料
批
判
を
行
う
こ
と
の
必
要
性
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
。

そ
し
て
、
秋
田
城
に
国
府
が
置
か
れ
た
か
ど
う
か
、
完
璧
な
説
明
は
つ
か
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
い
。

　

第
一
。
秋
田
城
出
羽
国
府
の
存
否
に
つ
い
て
、
文
献
史
料
、
出
土
文
字
資
料
の
考

古
資
料
と
も
、
今
一
度
、
厳
密
な
解
釈
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
の
総
括
討
論
で
も
指
摘
す
る
が
、
秋
田
城
出
羽
国
府
説
に
と
っ
て
有
力
な
根
拠

と
な
る
漆
紙
文
書
な
ど
の
資
料
は
モ
ノ
で
あ
り
、
文
献
と
は
異
な
る
。
本
書
で
は
そ

れ
ら
の
移
動
の
可
能
性
に
つ
い
て
説
明
す
る
が
、
国
府
や
城
柵
で
作
成
さ
れ
た
文
書

類
の
移
動
は
、
一
般
的
に
は
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
再
度
、
秋
田
城
、
出
羽
国
府
の
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
文
献
史
料
の
解
釈
に
つ
い
て
は
熊
谷
論
文
で
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、

再
度
、
史
料
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
出
羽
国
府
の
所
在
地
が
記
さ
れ
る
文
献
史
料
は

『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
五
月
癸
巳
条
で
あ
る
。
国
府
が
置
か
れ
た
出
羽
郡
井

口
の
地
は
山
形
県
酒
田
市
城
輪
柵
跡
に
比
定
さ
れ
る
。
移
転
を
命
じ
ら
れ
た
旧
国
府

の
近
く
の
高
台
は
酒
田
市
八
森
遺
跡
に
比
定
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国

府
は
こ
の
後
、
城
輪
に
再
移
転
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
弘
仁
六
年
以
降

は
、
出
羽
国
府
が
庄
内
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は

慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
羽
国
府
の
所
在
地
、
出
羽
国
府
の
移
転
に
関

し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
史
料
と
し
て
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
六
年
十
月
癸
酉

条
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
年
八
月
乙
卯
条
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

宝
亀
六
年
紀
は
「
出
羽
国
言
、
蝦
夷
余
燼
、
猶
未
二
平
殄
一
。
三
年
之
間
、
請
二
鎭

兵
九
百
九
十
六
人
一
、
且
鎭
二
要
害
一
、
且
遷
二
国
府
一
。
勅
、
差
二
相
摸
・
武
蔵
・
上

野
・
下
野
四
国
兵
士
一
、
発
遣
」
と
い
う
も
の
で
、
政
府
は
出
羽
国
の
要
請
ど
お
り

に
鎮
兵
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
国
府
移
転
の
是
非
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
な
い
。
要
害

の
地
を
鎮
め
る
こ
と
と
国
府
移
転
が
同
時
に
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
府
の

位
置
は
反
乱
蝦
夷
の
残
党
が
い
る
と
こ
ろ
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
蝦
夷
の
余

塵
の
活
動
が
お
さ
ま
ら
な
い
た
め
に
国
府
の
移
転
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
の
意
味
を
、
国
府
が
庄
内
に
あ
る
場
合
、
秋
田
に
あ
る
場
合
を
想
定
し
、
ど

ち
ら
が
整
合
性
の
あ
る
説
明
が
で
き
る
の
か
、
考
古
資
料
も
含
め
慎
重
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
宝
亀
十
一
年
紀
か
ら
は
、
鎮
狄
将
軍
安
倍
朝
臣
家

麻
呂
の
、
狄
・
志
良
須
、
俘
囚
・
宇
奈
古
ら
が
秋
田
城
は
永
く
棄
て
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
旧
の
よ
う
に
保
た
れ
る
の
か
と
い
う
問
い
が
あ
っ
た
と
い

う
言
上
に
対
し
て
、
政
府
は
秋
田
城
に
再
び
兵
士
を
配
置
す
る
こ
と
を
命
じ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
秋
田
城
に
出
羽
国
府
が
置
か
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
宝

亀
十
一
年
当
時
、
秋
田
城
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
秋
田
城
に
専
当
官
を
配
置
す
る
こ
と
、
由
理
柵
が
秋
田
に
通
じ
て
い
る
の
で
由
理

柵
と
秋
田
城
の
二
つ
の
城
柵
で
防
禦
す
る
よ
う
命
令
が
下
さ
れ
た
。
な
お
、
由
理
柵

の
比
定
地
は
確
定
で
き
な
い
が
、
現
在
の
由
利
本
荘
市
の
沿
岸
地
域
に
あ
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
宝
亀
十
一
年
紀
に
、
宝
亀
の
初
め
、
国
司
は
秋
田
は
保
ち

難
く
河
辺
は
治
め
や
す
い
と
言
上
し
、
当
時
の
決
定
で
河
辺
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ

た
と
あ
る
が
、
こ
の
「
宝
亀
初
め
」
の
「
河
辺
」
と
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年

十
一
月
癸
巳
条
「
出
羽
国
言
。
秋
田
城
（
中
略
）
伏
望
永
従
二
停
廃
一
、
保
二
河
辺
府
一
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者
（
下
略
）」
の
河
辺
府
は
同
じ
場
所
と
考
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
吟
味
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
。
こ
の
河
辺
府
に
関
連
し
て
、
第
二
次
雄
勝
城
説
が
有
力
で
は
あ
る
も
の
の
、

文
献
に
見
え
る
城
柵
官
衙
の
何
に
あ
た
る
の
か
ま
だ
決
着
を
み
て
い
な
い
払
田
柵
跡

と
の
関
係
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
仮
に
出
羽
国
府
秋
田
城
説
を
唱
え
る
と
す
れ
ば
、

か
か
わ
り
が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
出
羽
国
府
の
秋
田
城
存
否
は
、
払
田
柵
跡
や

由
理
柵
な
ど
、
他
の
城
柵
官
衙
遺
跡
の
研
究
と
結
び
つ
く
こ
と
か
ら
、
今
後
、
秋
田

城
か
ら
南
へ
、
地
域
を
拡
大
し
た
研
究
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

第
三
。
出
土
文
字
資
料
が
学
界
で
の
議
論
に
決
着
を
つ
け
た
郡
評
論
争
は
、
評
の

文
字
が
何
時
ま
で
使
用
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
画
期
的
な
意
味
を
も
つ

が
、
七
世
紀
半
ば
以
降
の
評
制
、
評
制
か
ら
郡
司
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
支
配
構

造
の
変
化
ま
で
を
解
き
明
か
す
も
の
で
は
な
い
。
郡
評
に
つ
い
て
も
文
献
史
料
と
遺

跡
調
査
、
出
土
遺
物
の
総
合
的
考
察
に
よ
っ
て
特
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
よ
う

に
、
城
柵
官
衙
に
関
し
て
も
、
本
書
で
と
ら
れ
る
視
座
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

第
四
。
本
書
で
は
国
府
と
国
府
機
能
を
区
別
し
て
論
ず
る
方
向
性
を
示
す
が
、
こ

の
こ
と
は
城
柵
が
設
置
さ
れ
た
辺
境
国
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
一
般
的
国
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
律
令
国
司
制
研
究
の
課
題
と
言
え
よ
う
。

　

第
五
に
「
資
史
料
が
少
な
い
」
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
て
も
、「
残
さ
れ
た
資
史
料

で
考
え
る
」
と
い
う
の
が
、
歴
史
学
の
基
礎
的
方
法
で
あ
る
こ
と
を
あ
え
て
確
認
し

た
い
。
資
史
料
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
ど
の
よ
う
な
方
法
論
を
編
み
出
す
の
か
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
献
史
学
と
考
古
学
の
協
業
は
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、

考
古
学
研
究
の
成
果
が
中
心
と
な
る
第
2
部
の
内
容
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
再

度
、
文
献
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
も
有
効
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
養

老
四
年
に
渡
嶋
津
軽
津
司
諸
君
鞍
男
を
靺
鞨
国
に
遣
わ
し
て
風
俗
を
観
さ
せ
た
こ
と

に
つ
い
て
（『
続
日
本
紀
』
養
老
四
年
正
月
丙
子
条
）、
津
司
の
場
所
は
ど
こ
か
、
秋

田
の
可
能
性
は
ど
う
な
の
か
な
ど
、
少
な
い
資
史
料
の
総
合
的
解
釈
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
上
、
評
者
の
力
量
不
足
の
た
め
、
稚
拙
な
紹
介
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書

が
多
く
の
方
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
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